
【財政健全化の取り組みを行った財政収支見通し】　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：百万円）
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実質公債費比率
　実質公債費比率は、公債費負担適正化計画の確実な実行により平成24年度決算において早期健全化基準以内の数値と
なり「財政健全化団体」から脱却する見込みです。平成27年度決算で起債許可団体となる基準の18％を下回る数値となり、
平成28年度から許可団体から協議団体へ移行する見込みです。

【実質公債費比率の推移】　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　洞爺湖町においては、過去の事業にかかる公債の償還が重なってしまい、実質公債費比率の基準
を上回ってしまった。しかし、その事業内容は前述した理由により住民サービス向上のための事業
であるといえる。この解消に向けて、町が作成した健全化計画では、職員の削減及び職員に対する給
与の大幅な削減を行っており、財政健全化計画に対し、町が真剣に取組んだことと考える。
　政権交代があり、さまざまな事業の削減・廃止が検討されている中、地方自治体に対する交付税や
補助金が今後どのようになっていくかは予断を許さない状況であり、その成り行き如何ではさらに
厳しい自治体経営を強いられることが予想される。
　今回、洞爺湖町にて作成した財政健全化計画については、現状において十分実行可能な内容であ
ることは今回検証したが、今後は新政権下の交付税
や補助金の仕組みが明確になった場合、歳入が大き
く変わってくることもあると考える。したがって、
今後においては財政健全化計画について毎年、決定
事項の実施徹底とその結果の検証をしていくべき
である。

   平成21年12月８日
　　　洞爺湖町　個別外部監査人　松　倉　一　久
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※実質公債費比率の年度については、算定年度であります。
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